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1．まえがき 
観測によって得られた地震波の分析を行い各地域の振動特性を明らかにすることは、地震対策を検討する

うえでも重要である。本研究は、防災科学技術研究所によって設置さている K-net（強震観測網）,KiK-net
（強震基盤観測網）を用い 、北部九州における地表面と深さ方向の地震波の振動特性を明らかにした。 
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図-3 加速度波

表-1 最大加速度表(K-net) 
図-1 最大加速度分布図（K-net）
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S A G 0 0 2 唐 津 2 0 5 2 6 9 3 1 6 2 9 1
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2．地震波加速度 
 2005年 3月 20日 10 
時 53分に福岡県西方沖 
を震源とするM7の地震 
が発生し、福岡で震度 6 
弱を記録した。図-1,表-1 
は K-netで記録された最 
大加速度、図-2,表-2は 
KiK-netで記録された最 
大加速度を示している。 
図-1より沿岸部に大き 
な値が見られるが、図-3 
(a)～(c)の時系列の加速 
度から分かるように、 
鎮西では一時的に大き 
な加速度が生じている。 
この傾向は、平戸にお 
いても見られた。また、 
表-1からは唐津、前原、 
郷ノ浦の UD方向の加 
速度が大きい。 
図-2に示される設置 
深度 200m前後の最大 
加速度はほぼ震央距離 
に比例して減少してい 

加
速
度

(g
al

) 

る。ただし、白石は幾 
分大きな値を示してい 
るが、Vsの値が他の観 
測点と比べて少し低い値 
（1350(m/s)）となって 
いることに寄因している 
と考えられる。図-3(d)～ 
(e)は東背振における地表 
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表-2 最大加速度表(KiK-net) 
図-2 最大加速度分布図(KiK-net) 
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と地中の加速度波形を示しており、15sec 
付近に大きな増幅傾向が見られた。また、 
K-netで見られた沿岸部の大きな値は、 
KiK-netの地表では見られなかった。 
3.各観測地点における地震波分析 
(1)応答スペクトル 
 図-4は最大加速度で除した正規化加速 
度応答スペクトルを示している。福岡観 
測点は 0.6sec付近に大きな値が見られた。 
硬い地盤である唐津,玄海は 0.2sec付近の 
短周期に卓越が見られ、軟弱地盤である 
柳川,松浦は 0.5sec～1.0sec付近にかけて 
大きな値が見られた。ただし、軟弱地盤と考えられ 図-4正規化加速度応答スペクトル 
る佐賀観測点ではあるが、長周期でなく短周期に大 
きな値が見られた。図-5は、トリパータイト応答ス 
ペクトルである。福岡観測点では、0.5sec～5.0sec 
付近で大きく卓越しており、震源に近いため応答が 
大きい。一方、硬い地盤である唐津は 0.2sec付近の 
短周期、軟弱地盤である柳川は 0.8sec付近にかけて 
大きな値が見られた。 
(2)SI値 
 図-6は、各観測点の EW・NS方向に対する SI 
値（固有周期 0.1秒～2.5秒の平均応答速度）を示 
している。震源に近い福岡は、大きな SI値を示し 
ているが、軟弱地盤である佐賀,柳川は震源からの 
距離に対して、比較的大きな SI値を示している。 
加速度に一時的な大きな値が見られた沿岸部の鎮 
西,平戸は、それほど大きな SI値は得られず、最大 
加速度との相関は見られない。 
4.あとがき 
 K-net,KiK-netによる福岡県西方沖地震の地震波分析 

0.01 0.05 0.1 0.5 1 5 10
0.1

0.5

1

5

10

50

100

500

1000
応
答
速
度

 (c
m

/s
ec

)

周期  (sec)

200

50
0

100
0

200
0

500
0

10
00

0
応答加速度  (gal)

10
0

50

応
答
変
位

 (c
m

)

20

10

5

2

1

0.5

0.20.1
0.05

0.02
0.01

佐賀NS 
唐津NS 
柳川EW
福岡NS 

2005/03/20
h=5% 

トリパータイト応答スペクトル（ 2005/03/20 )
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図-5 トリパータイト応答スペクトル 

を行うことによって、北部九州の各地域の振動特性を明 
らかにした。加速度に関しては沿岸地域の一部に突発的 
に大きな値を示す波形が表れているが、SI値はそれほど 
大きな値を示していないことから、大きな被害に結びつ 
いていないと考えられる。また沿岸部の地域に比較的大 
きな上下方向の加速度が見られる。 
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